
〔
史
料
紹
介
〕
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書

西
尾
知
己

遠
藤
基
郎

は
じ
め
に
︱
概
要

本
文
書
は
、
東
大
寺
塔
頭
龍
松
院
主
筒
井
寛
聖
・
英
俊
・
寛
秀
（
大
正
一
〇

︱
平
成
二
二
〔
一
九
二
一
︱
二
〇
一
〇
〕）
三
代
に
よ
る
蒐
集
文
書
で
あ
る
。

龍
松
院
お
よ
び
こ
の
三
代
に
つ
い
て
は
、
故
筒
井
寛
秀
師
（
以
下
敬
称
略
）

の
『
誰
も
知
ら
な
い
東
大
寺
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
六
年
）
に
詳
し
い
。
龍
松

院
は
、
元
禄
の
大
仏
再
建
で
知
ら
れ
る
公
慶
上
人
を
開
基
と
す
る
。
寛
聖
は
も

と
西
大
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
嘱
望
さ
れ
て
東
大
寺
に
移
り
、
明
治
の
大
仏

殿
修
理
の
際
に
は
勧
進
を
勤
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
孫
に
あ
た
る
寛
秀
も
昭
和

の
大
仏
殿
修
理
の
折
に
勧
進
を
勤
め
た
。
三
代
は
い
ず
れ
も
古
本
収
集
家
で
あ

っ
て
、
東
大
寺
文
書
を
中
心
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
ま
た
東
大

寺
史
研
究
に
お
い
て
も
、
英
俊
が
『
東
大
寺
要
録
』（
初
版
全
国
書
房
、
一
九

四
四
年
）
を
編
集
、
寛
秀
が
『
東
大
寺
続
要
録
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
三

年
）
を
監
修
す
る
な
ど
の
事
績
を
残
し
て
い
る
。

史
料
編
纂
所
で
は
す
で
に
寛
聖
の
時
、
一
九
三
七
年
に
影
写
本
『
筒
井
寛
聖

氏
所
蔵
文
書
』
を
作
成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
代
よ
り
再
度
の
調

査
・
撮
影
を
行
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
報
』

に
記
録
が
あ
る
。
ま
た
『
東
大
寺
文
書
』（
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
）
お
よ
び
『
筒
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井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書
』
と
し
て
、
図
書
閲
覧
室
で
の
写
真
帳
を
研
究
利
用
に
供

し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

お
い
て
も
、
目
録
情
報
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
公
開
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
影
写
本
『
筒
井
寛
聖
氏
所
蔵
文
書
』
は
、
一
点
を
除
く
以
外

は
、『
東
大
寺
文
書
』（
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
）
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。

本
史
料
群
は
、
古
代
か
ら
近
世
に
お
よ
ぶ
が
、
前
述
の
史
料
編
纂
所
写
真
帳

編
成
に
際
し
て
は
、『
東
大
寺
文
書
』（
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
）
と
『
筒
井
寛
秀

氏
所
蔵
文
書
』
に
分
割
し
た
。

写
真
帳
『
東
大
寺
文
書
』（
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
）
は
、
古
代
・
中
世
文
書
と

一
部
近
世
文
書
か
ら
な
る
。
後
述
の
よ
う
に
五
四
巻
の
成
巻
文
書
で
あ
る
。
写

真
帳
『
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書
』
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
は
、
こ
の
成
巻
外
と

い
う
程
度
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
。
近
世
史
料
が
多
い
が
、
一
部
中
世
の
聖
教
・

典
籍
も
含
む
。

本
史
料
紹
介
は
、
前
者
の
成
巻
文
書
と
そ
れ
以
外
の
若
干
の
中
世
文
書
を
紹

介
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

成
巻
文
書
の
大
部
分
は
東
大
寺
文
書
で
あ
る
。
写
真
帳
編
成
時
に
『
東
大
寺

文
書
』
の
史
料
群
名
を
つ
け
た
理
由
で
あ
る
。
た
だ
し
例
外
的
に
奈
良
西
大
寺

・
京
都
青
蓮
院
関
連
の
文
書
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
以
下
の
翻
刻
に
お
い
て
示
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
半
数
近
く
は
す
で
に

『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉
遺
文
』
あ
る
い
は
東
大
寺
領
荘
園
を
扱
っ
た
各
自
治
体

史
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、『
大
日
本
古
文
書

東
大
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寺
文
書
』（
以
下
『
大
古
』）
で
の
接
続
復
元
で
の
翻
刻
、
個
別
の
史
料
紹
介

・
論
文
な
ど
も
あ
る
。
そ
れ
ら
を
利
用
し
た
研
究
者
は
経
験
的
に
認
識
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
東
大
寺
図
書
館
に
あ
る
成
巻
文
書
・
未
成
巻
文
書
と

本
来
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
旦
寺
外
に
流

出
し
た
後
に
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
前
述
の
通
り
、
東
大
寺
以
外
の
文

書
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
が
収
集
文
書
群
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

個
別
に
収
集
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
寛
秀
の
代
に
五
四
巻
の
巻
子
に
装

幀
さ
れ
た
。
編
成
は
元
東
大
寺
史
研
究
所
所
長
堀
池
春
峰
氏
作
成
の
手
書
き
の

目
録
に
基
づ
く
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

第
一
部
寺
領
関
係
文
書

第
一
～
第
一
七
巻

第
二
部
寺
法
関
係
文
書

第
一
八
巻

第
三
部
雑
文
書

第
一
九
～
第
二
七
巻

第
四
部
訴
訟
文
書

第
二
八
巻

第
五
部
造
営
関
係
文
書

（
同
右
）

第
六
部
楽
人
及
舞
人
関
係
文
書

（
同
右
）

（
無
題
）

第
二
九
～
第
三
三
巻

周
防
国
関
係
文
書

第
三
四
～
第
三
六
巻

雑
荘

第
三
七
～
第
四
〇
巻

伊
賀
国
関
係
文
書

第
四
一
～
第
四
四
巻

綸
旨
案
・
院
宣
・
礼
紙
書

第
四
五
巻

観
世
音
寺
文
書

第
四
六
～
四
七
巻

請
取
状
・
売
券
・
注
進
状
等

第
四
八
巻

年
預
勘
渡
状

第
四
九
・
第
五
〇
巻

東
大
寺
封
戸
・
荘
園
注
進
状
案

第
五
一
巻

（
無
題
）

第
五
二
～
第
五
四
巻

第
一
巻
よ
り
第
二
八
巻
ま
で
は
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
未
成
巻
文
書
の
分

類
を
意
識
し
た
部
建
て
と
な
っ
て
い
る
。
第
四
五
・
四
八
～
五
〇
巻
の
文
書
様

式
別
の
分
類
も
ま
た
未
成
巻
文
書
に
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
全
体
と
し
て
は
必
ず

し
も
一
貫
性
を
伴
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
も
収
集
文
書
た
る
所
以
で

あ
ろ
う
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
本
文
書
の
多
く
は
、
す
で
に
『
平
安
遺
文
』『
鎌
倉

遺
文
』
や
各
自
治
体
史
な
ど
で
翻
刻
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
な
お
未

翻
刻
・
未
紹
介
の
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
興
味
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

こ
こ
で
は
そ
の
翻
刻
を
試
み
る
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、
い
く
つ
か
を
拾
い
上
げ

て
紹
介
し
た
い
。

解
題
︱
い
く
つ
か
の
文
書
か
ら

収
集
文
書
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
中
の
個
々
の
文
書
の
性
格
づ
け
に
際
し
て

は
、
一
点
一
点
に
つ
い
て
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
あ
る
い
は
寺
外
所
在
の
文
書

と
も
つ
き
あ
わ
せ
つ
つ
地
道
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、

荘
園
・
所
領
関
係
・
組
織
関
係
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
い
く
つ
か
に
つ
い
て
他



の
史
料
や
先
行
研
究
と
の
関
係
を
示
し
て
お
く
。

１
、
荘
園
・
所
領

荘
園
・
所
領
関
係
史
料
の
う
ち
、
黒
田
荘
な
ど
伊
賀
関
係
は
最
近
刊
行
さ
れ

た
『
三
重
県
史
』
が
「
龍
松
院
文
書
」
と
し
て
ほ
ぼ
全
て
を
翻
刻
し
て
い
る
。

し
か
し
茜
部
荘
・
大
井
荘
・
蒲
御
厨
・
周
防
国
衙
領
関
連
な
ど
は
、
関
連
す
る

自
治
体
史
で
遺
漏
と
な
っ
た
「
新
出
文
書
」
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
注
目
す
べ

き
も
の
が
少
な
く
な
い
。

（
１
）
近
江
国
清
水
荘

五
二
―
八

清
水
荘
は
東
大
寺
領
で
は
な
く
勧
修
寺
門
跡
領
で
あ
る
。
本
史
料

に
よ
る
と
、
そ
の
清
水
荘
に
「
一
条
法
印
御
坊
」
が
裁
許
の
院
宣
を
下
さ
れ
た

と
し
て
使
と
従
者
十
余
人
を
入
部
さ
せ
た
と
い
う
。
し
か
し
同
荘
荘
官
が
、
彼

ら
に
院
宣
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
拒
否
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
領
主
勧
修
寺
に
状

況
の
説
明
を
求
め
た
。
そ
れ
受
け
て
勧
修
寺
側
の
人
物
と
思
わ
れ
る
寛
成
が
、

さ
ら
に
東
大
寺
に
訴
訟
の
状
況
説
明
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
問

題
は
東
大
寺
の
立
ち
位
置
で
あ
る
。

同
荘
に
つ
い
て
は
、
関
連
文
書
と
し
て
正
応
二
年
（
一
二
八
九
）
十
月
日
「
東

大
寺
衆
徒
等
解
案
」（『
鎌
倉
遺
文
』
一
七
一
七
三
）
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
勧
修
寺
領
の
加
賀
国
郡
家
荘
と
清
水
荘
に
「
二
条
殿
法
印
良
宝
」
ら
が
「
悪

党
を
乱
入
」
さ
せ
た
と
し
て
東
大
寺
衆
徒
が
朝
廷
に
訴
訟
し
て
い
る
。
お
そ
ら

く
こ
の
解
案
に
お
け
る「
二
条
殿
法
印
」良
宝
が
本
文
書
の「
一
条
法
印
御
坊
」、

「
悪
党
乱
入
」
が
本
文
書
の
い
う
「
入
部
」
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
東
大
寺

は
九
月
の
末
に
本
史
料
の
よ
う
な
勧
修
寺
側
の
申
し
入
れ
を
う
け
て
、
十
月
に

解
を
朝
廷
に
提
出
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
時
期
の
東
大
寺
衆
徒
（
惣
寺
）
は
東
密
系
諸
寺
院
の
訴
訟
に
介
入
し
、

真
言
宗
本
寺
と
し
て
の
立
場
を
顕
示
す
る
動
き
を
見
せ
は
じ
め
て
い
た
。
そ
れ
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は
や
が
て
東
密
系
諸
寺
院
と
東
大
寺
の
間
に
大
き
な
亀
裂
を
生
む
が
、
本
史
料

よ
り
勧
修
寺
と
は
互
い
に
連
携
し
つ
つ
訴
訟
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

点
で
興
味
深
い
。
東
大
寺
は
東
密
系
諸
寺
院
と
対
立
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
仁
和

寺
・
醍
醐
寺
な
ど
東
密
系
諸
寺
院
出
身
の
僧
が
就
任
し
た
東
大
寺
別
当
か
ら
彼

ら
を
排
除
し
、「
常
住
」
僧
の
み
補
任
を
許
す
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
な
か
で

東
密
系
寺
院
の
う
ち
勧
修
寺
門
跡
だ
け
は
例
外
と
し
て
常
住
僧
に
准
じ
る
存
在

と
さ
れ
、
別
当
と
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
本
史
料
か
ら
勧
修
寺
門
跡
と
東
大

寺
と
の
親
近
性
は
こ
の
時
期
以
来
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
う
い
っ
た
良
好

な
関
係
が
常
住
僧
に
准
じ
る
待
遇
に
い
た
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。

（
２
）
美
濃
国
茜
部
荘

三
二
―
一

本
史
料
は
冒
頭
の
荘
園
名
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、
桓
武
天
皇

・
酒
人
内
親
王
の
菩
提
を
と
む
ら
う
料
所
と
さ
れ
て
い
る
点
、
各
供
料
の
名
目

と
額
面
か
ら
茜
部
荘
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
茜
部
荘
は
鎌
倉

期
に
地
頭
請
と
な
り
、
地
頭
で
有
力
御
家
人
の
長
井
氏
と
長
期
間
に
わ
た
っ
て

訴
訟
が
続
い
た
こ
と
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
と
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建
武
政
権
の
成
立
の
の
ち
東
大
寺
は
同
荘
の
地
頭
職
を
吸
収
し
た
。
本
史
料
は

こ
の
地
頭
職
吸
収
後
の
年
貢
に
つ
い
て
、
総
額
と
学
侶
・
別
当
・
談
義
料
・
荘

務
得
分
の
配
分
額
が
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
そ
の
後
の
同
荘
の
展

開
を
考
え
る
と
こ
れ
ら
の
額
が
実
際
に
納
入
さ
れ
た
と
は
考
え
づ
ら
い
が
、
そ

れ
に
し
て
も
当
時
の
茜
部
荘
が
極
め
て
規
模
の
大
き
い
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
を

再
確
認
で
き
よ
う
。

（
３
）
美
濃
国
大
井
荘

本
史
料
群
の
な
か
に
は
多
数
の
大
井
荘
関
連
文
書
が
あ
り
、
そ
の
大
部
分
は

『
岐
阜
県
史

史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
の
「
東
大
寺
領
美
濃
国
大
井
荘
古

文
書
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
三
八
︱
一
、
四
三
︱
五
、
五
三
︱
五
、

五
三
︱
六
、
未
成
巻
︱
一
の
五
通
は
漏
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
鎌
倉

後
期
か
ら
室
町
期
の
同
荘
の
動
向
を
知
る
上
で
興
味
深
い
内
容
を
持
つ
、
以
下

で
は
検
注
名
寄
帳
の
断
簡
で
あ
る
未
成
巻
︱
一
を
除
く
四
通
に
つ
い
て
そ
の
性

格
を
示
し
た
い
。

五
三
―
六

堯
円
に
つ
い
て
は
、
大
山
喬
平
氏
が
「
下
司
代
僧
と
い
う
の
は
堯

円
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
彼
は
こ
れ
（
筆
者
註
：
文
保
元
年
〈
一
三
一
七
〉）
以

後
、
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）
に
専
重
に
そ
の
地
位
を
ゆ
ず
る
ま
で
の
、
四
五

年
と
い
う
長
い
あ
い
だ
を
大
井
荘
の
下
司
代
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
。」

と
す
る
人
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
文
書
も
鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
頃
の
成
立

*5

で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
文
書
中
に
は
「
路
次
之
煩
」「
兵
士
」
と
い
っ

た
記
載
が
見
ら
れ
る
が
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
か
ら
四
年
頃
に
か
け
て
大

井
荘
は
軍
勢
が
荘
内
に
押
し
入
り
混
乱
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
あ

*6

る
い
は
こ
の
頃
に
作
成
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
三
―
五

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
大
井
荘
引
出
物
用
途
の
分
田
注
文
で
あ

る
。
大
井
荘
は
法
華
会
・
華
厳
会
料
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
大
寺
内
の
諸
用
途

を
負
担
し
た
所
領
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
引
出
物
用
途
」
と

は
寺
務
（
別
当
）
初
任
の
際
に
荘
園
現
地
か
ら
「
引
出
物
」
の
名
目
で
徴
収
さ

れ
る
臨
時
役
で
あ
る
。
貞
治
六
年
三
月
に
は
、
勧
修
寺
寛
胤
法
親
王
が
寺
務
に

*7

就
任
し
て
お
り
、
そ
の
引
出
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

*8

大
井
荘
で
は
鎌
倉
後
期
以
降
に
他
荘
と
同
様
に
荘
務
に
お
い
て
惣
寺
方
が
主

導
権
を
発
揮
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
史
料
に
よ
っ
て
南
北
朝

期
で
も
寺
務
得
分
の
徴
収
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
確
認
で

き
興
味
深
い
。

な
お
、
末
尾
に
は
「
御
寺
務
勧
修
寺
殿
」
と
あ
る
一
方
、「
御
所
務
東
南
院

殿
」
と
書
い
て
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
大
井
荘
で
は
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
一

五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
東
南
院
に
寺
務
退
任
後
も
大
井
荘
内
寺
務
領
を
造
営

料
と
し
て
宛
て
行
う
旨
を
命
じ
る
院
宣
・
綸
旨
が
た
び
た
び
発
給
さ
れ
た
。
本

*9

史
料
の
記
載
は
そ
の
院
宣
・
綸
旨
を
う
け
て
実
際
に
寺
務
得
分
の
収
取
が
当
時

寺
務
で
は
な
い
東
南
院
に
掌
握
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
寺

務
勧
修
寺
に
対
す
る
寺
務
得
分
の
収
取
を
所
務
の
東
南
院
が
行
っ
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
書
は
大
井
荘
の
複
雑
な
領
有
状
況
が
垣
間
見
ら
れ

る
点
で
も
興
味
深
い
。



五
三
―
五

本
史
料
は
作
成
年
代
の
特
定
が
難
し
く
、
内
容
も
つ
か
み
づ
ら
い

が
、
冒
頭
部
分
よ
り
楽
田
郷
・
高
橋
郷
の
延
引
用
途
と
検
断
に
関
す
る
内
容
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
る
。
大
井
荘
で
は
本
荘
と
別
に
榎
戸
郷
・
楽
田
郷
・
高
橋
郷

が
寺
務
職
に
付
属
す
る
別
相
伝
領
と
し
て
存
在
し
、
別
組
織
の
も
と
で
経
営
さ

れ
て
い
た
。
本
史
料
の
「
勧
修
寺
殿
」
は
、
東
大
寺
寺
務
を
た
び
た
び
つ
と
め

*10

た
勧
修
寺
門
跡
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
、「
両
郷
給
主
」「
両
郷
司
」
の
存
在

も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
荘
と
は
別
組
織
に
よ
る
寺
務
方
の
経
営
の
あ
り

方
が
垣
間
見
え
る
点
で
興
味
深
い
。

な
お
「
延
引
用
途
」
と
は
「
御
寺
務
初
任
之
検
注
延
引
料
」
で
あ
り
、
寺
務

*11

任
官
時
の
臨
時
課
役
の
一
種
で
あ
っ
た
。
年
不
詳
な
が
ら
同
荘
の
延
引
「
段
銭
」

の
納
状
が
三
一
通
残
さ
れ
て
お
り
、「
大
垣
殿
」
な
ど
「
殿
」
を
付
さ
れ
た
在

*12

地
の
有
力
者
ら
し
き
人
物
や
寺
社
が
三
六
～
二
五
二
文
と
い
っ
た
軽
微
な
負
担

を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
本
史
料
も
ま
た
寺
務
領
の
支
配
を

知
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
よ
う
。

三
八
―
一

本
史
料
は
前
半
部
分
が
『
岐
阜
県
史
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、

後
欠
の
た
め
文
書
の
性
格
を
把
握
す
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後

欠
部
分
が
本
史
料
群
の
な
か
に
あ
り
、
そ
の
結
果
、
下
司
代
大
垣
氏
信
を
差
出

と
し
た
石
包
名
（
下
司
名
）
の
年
貢
注
進
状
で
あ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。

そ
の
内
容
は
大
井
荘
年
貢
の
う
ち
一
七
四
貫
文
余
り
が
ど
の
よ
う
な
用
途
に

使
用
さ
れ
た
か
を
事
細
か
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
井
荘
の
下
司
職
は
、
鎌

倉
後
期
以
降
学
侶
個
人
が
相
伝
し
て
き
た
が
、
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
に
寺

家
組
織
の
学
侶
方
の
手
に
わ
た
っ
た
。
本
史
料
は
そ
の
学
侶
方
に
よ
る
所
務
の

状
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
史
料
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
こ
の
史
料
で
注
目
し
た
い
の
は
下
司
代
の
大
垣
氏
信
で
あ
る
。
文
安
三

年
（
一
四
四
六
）
九
月
一
五
日
の
「
室
町
幕
府
奉
行
人
連
署
奉
書
」
に
よ
る
と
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「
大
井
荘
下
司
名
代
官
大
垣
中
務
丞
氏
信
事
、
依
令
犯
用
、
追
出
庄
家
、
可
止

一
類
違
乱
由
、
去
々
年
十
二
月
十
九
日
被
成
奉
書
了
、」
と
あ
り
、
氏
信
が
下

司
名
代
官
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
こ
ろ
が
年
貢
の
「
犯
用
」
に
よ
り
文
安
元
年
一

二
月
に
失
脚
し
た
と
い
う
。
本
史
料
は
こ
の
氏
信
が
学
侶
方
の
所
務
に
移
行
し

た
の
ち
の
嘉
吉
三
年
時
点
で
す
で
に
下
司
名
代
官
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
、
嘉
吉
三
年
に
は
こ
の
年
貢
注

進
状
の
ほ
か
に
法
華
会
料
の
徴
符
も
残
さ
れ
、
翌
嘉
吉
四
年
（
文
安
元
年
）
に

*14

は
二
六
〇
通
を
超
え
る
大
量
の
石
包
名
の
年
貢
納
状
が
残
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
こ
の
時
期
が
学
侶
方
の
下
司
職
掌
握
か
ら
氏
信
追
放
へ
と
い
た
る
荘
務
の

*15変
動
期
だ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
類
も
偶
然
残
存
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
学
侶
方
の
荘
家
支
配
へ
の
意
欲
と
そ
れ
に
と
も
な
う
現
地
の
大

垣
氏
と
の
摩
擦
を
示
す
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
４
）
大
仏
殿
燈
油
料
田
畠

一
四
―
一
・
三
・
五
・
六
、
四
八
―
一
一

東
大
寺
で
は
、
鎌
倉
期
以
後
に
零

細
な
田
畠
の
加
地
子
得
分
権
を
大
仏
殿
燈
油
料
と
し
て
集
積
し
て
お
り
、
本
文

書
群
で
も
そ
の
燈
油
料
の
寄
進
・
買
得
に
関
わ
る
文
書
が
見
ら
れ
る
。
鎌
倉
中

期
以
来
の
大
仏
殿
燈
油
聖
の
系
譜
を
引
く
、
楞
伽
院
に
関
わ
る
南
北
朝
後
期
～



室
町
初
期
の
も
の
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
山
城
国
守
護
に
属
す
る
人
物
を
通
じ
て

南
山
城
に
散
在
す
る
燈
油
料
田
畠
の
安
堵
を
受
け
た
際
の
文
書
で
あ
る
。
い
く

つ
か
は
『
山
城
町
史

史
料
編
』『
大
古
』
二
一
に
お
い
て
一
部
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
今
回
遺
漏
分
を
翻
刻
し
た
。
南
北
朝
内
乱
が
終
結
に
む
か
い
室
町
幕

府
が
安
定
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
期
に
あ
た
り
、
東
大
寺
が
そ
の
幕
府
勢
力
に

た
よ
っ
て
燈
油
料
田
畠
を
守
ろ
う
と
し
た
様
子
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
四
―
四
・
五
四
―
四
・
五
四
―
一
・
二

同
じ
く
南
北
朝
後
期
か
ら
室
町
初

期
に
か
け
て
大
和
国
の
燈
油
田
関
係
で
あ
る
。
一
四
︱
一
と
五
四
︱
四
は
東
喜

殿
荘
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
関
連
文
書
は
『
大
古
』
二
一
に
あ
る
。
ま
た
五

四
︱
一
・
二
は
、
奈
良
九
条
辰
市
の
大
仏
燈
油
田
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。

有
力
国
民
で
あ
る
古
市
氏
が
関
与
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。

一
四
―
七

楞
伽
院
は
応
永
末
年
頃
に
大
仏
殿
燈
油
経
営
か
ら
撤
退
す
る
。
そ
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の
後
、
学
侶
方
が
関
わ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
文
書
の
宛
所
「
大
仏
殿
燈
油
御

納
所
」
は
学
侶
が
勤
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）
遠
江
国
蒲
御
厨

五
三
―
七

現
地
の
代
官
大
河
内
真
家
が
御
厨
の
段
銭
・
年
貢
の
収
納
と
収
納

し
た
銭
を
東
大
寺
側
の
雑
掌
に
手
渡
し
た
旨
を
東
大
寺
に
報
告
し
た
も
の
で
あ

る
。
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
に
足
利
義
満
か
ら
寄
進
さ
れ
て
東
大
寺
領
と
な

っ
た
蒲
御
厨
の
地
域
で
は
守
護
斯
波
氏
や
近
隣
の
吉
良
氏
が
影
響
力
を
持
っ
た

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
に
立
つ
代
官
が
支
配
に
関
わ
り
を
持
っ
た
。
こ
の
う
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ち
本
史
料
は
吉
良
氏
被
官
の
大
河
内
真
家
が
代
官
だ
っ
た
時
期
の
史
料
で
あ

る
。
真
家
は
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
か
ら
同
五
年
に
か
け
て
代
官
だ
っ
た
の

で
、
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
周
防
国
国
衙
領

本
文
書
群
で
は
周
防
国
国
衙
領
に
関
す
る
史
料
も
多
数
含
ま
れ
、一
部
は『
山

口
県
史
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
史
料
が
多
い
こ
と
も
あ
り
未
紹
介
の

も
の
も
少
な
く
な
い
。
以
下
で
は
そ
の
う
ち
特
に
中
世
的
な
状
況
か
ら
近
世
的

な
状
況
へ
と
移
り
変
わ
る
一
七
世
紀
前
半
頃
の
史
料
を
紹
介
し
た
い
。

三
六
―
五

慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
七
月
、
毛
利
秀
就
は
徳
川
秀
忠
養
女

と
結
婚
し
た
が
、
そ
の
前
年
に
萩
藩
領
内
で
は
祝
言
費
用
を
徴
収
し
た
。
本
史

料
は
そ
の
納
入
を
東
大
寺
の
国
衙
領
に
も
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に

つ
い
て
は
未
成
巻
三
︱
一
二
︱
一
六
七
に
案
文
が
残
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
八
月

一
日
に
は
東
大
寺
側
か
ら
の
返
書
案
も
残
さ
れ
て
い
る
（『
大
古
』
十
五
︱
七

一
四
）。

一
七
―
一
一
・
一
二

国
衙
領
役
人
の
得
富
忠
兵
衛
か
ら
東
大
寺
に
年
貢
納
入

に
関
し
て
報
告
す
る
内
容
を
持
つ
書
状
で
あ
る
。
前
年
の
慶
長
一
七
年
（
一
六

一
二
）
の
年
貢
勘
文
（『
大
古
』
十
五
︱
六
七
七
）
で
は
通
常
の
勘
文
の
あ
と

に
そ
れ
ま
で
の
勘
文
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
未
進
年
貢
の
覚
が
貼
り
付
け
ら
れ

て
お
り
、
年
貢
を
め
ぐ
る
問
題
が
表
面
化
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ

の
問
題
は
し
ば
ら
く
尾
を
引
い
た
よ
う
で
、
翌
年
に
も
東
大
寺
側
か
ら
現
地
に

使
者
を
遣
わ
す
動
き
（
未
成
巻
一
︱
二
五
︱
六
二
九
）
が
見
ら
れ
、
元
和
元
年



（
一
六
一
五
）
の
勘
文
（『
大
古
』
十
五
︱
七
二
八
）
で
も
慶
長
一
七
年
未
進

分
年
貢
の
納
入
を
計
上
し
て
い
る
。

三
五
―
一

近
世
初
期
の
周
防
国
衙
領
で
は
、
毎
年
国
衙
領
と
牟
礼
村
の
年
貢

勘
文
が
国
衙
役
人
か
ら
西
国
沙
汰
所
に
提
出
さ
れ
た
が
、
本
史
料
は
そ
の
う
ち

寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
分
の
年
貢
勘
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
勘
文
は
天
正

一
一
年
（
一
五
八
三
）
か
ら
寛
永
一
九
年
頃
ま
で
ほ
ぼ
毎
年
分
が
残
さ
れ
て
お

り
、
近
世
初
期
の
国
衙
領
経
営
を
考
え
る
う
え
で
の
基
礎
史
料
と
な
る
も
の
で

あ
る
。

三
六
―
二

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
東
大
寺
衆
僧
が
幕
府
寺
社
奉
行
の
安

藤
重
長
・
松
平
勝
隆
に
対
し
て
国
衙
領
に
つ
い
て
訴
訟
を
提
起
し
て
い
る
。
こ

の
時
期
の
国
衙
領
に
つ
い
て
は
、
山
本
博
文
『
江
戸
お
留
守
居
役
の
日
記
』（
講

談
社

二
〇
〇
三
年
、
初
版
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。
寛
永
の
大
飢
饉
な
ど

の
た
め
財
政
を
悪
化
さ
せ
た
萩
藩
は
、
財
政
改
善
策
と
し
て
正
保
三
年
（
一
六

四
六
）
に
家
臣
の
知
行
や
寺
社
領
の
二
〇
％
を
借
り
上
げ
、
一
部
は
知
行
地
を

没
収
し
て
蔵
米
で
年
貢
相
当
分
を
支
給
す
る
措
置
を
と
っ
た
。
東
大
寺
領
も
例

外
で
は
な
く
、
本
文
書
の
一
条
目
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
領
地
没
収
の
上
、

大
坂
天
満
の
蔵
本
弥
右
衛
門
か
ら
米
百
石
が
支
払
わ
れ
る
形
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
東
大
寺
側
は
た
び
た
び
抗
議
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
慶
安
三
年

四
月
頃
に
は
東
大
寺
か
ら
学
侶
の
四
聖
坊
と
地
蔵
院
を
江
戸
に
派
遣
し
、
萩
藩

邸
や
寺
社
奉
行
に
上
訴
を
試
み
た
。
本
史
料
は
そ
の
上
訴
を
め
ぐ
る
交
渉
の
さ

な
か
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
主
に
毛
利
側
の
史
料
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き

た
が
、
東
大
寺
側
の
動
き
を
知
る
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
な
お
宝
庫
文
書

七
三
︱
一
二
︱
一
は
本
史
料
の
別
案
で
あ
る
。
交
渉
の
結
果
、
大
坂
で
の
受
け

取
り
額
は
三
五
〇
石
と
な
り
、
借
銀
返
済
後
は
、
藩
内
家
臣
へ
の
知
行
返
還
と

同
じ
く
寺
領
も
返
還
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
た
。
そ
れ
は
慶
安
三
年
七
月
二
九

日
「
毛
利
秀
就
判
物
」
に
見
え
る
（
宝
庫
文
書
七
六
︱
三
︱
一
な
ど
）。

ち
な
み
に
三
条
目
で
は
、
徳
川
家
康
の
時
代
に
も
「
先
国
主
」（
毛
利
輝
元
）

の
違
乱
に
対
し
て
、
家
康
の
も
と
で
奈
良
の
支
配
に
関
わ
っ
た
大
久
保
長
安
か

ら
、（
違
乱
排
除
の
）
仰
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
東
大
寺
で
は

関
ヶ
原
合
戦
後
の
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
冬
か
ら
八
年
頃
に
か
け
て
旧
領
回

復
の
運
動
を
行
っ
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
周
防
国
衙
領
も
そ
こ
に
含

*18

ま
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ほ
か
本
史
料
群
の
な
か
に
は
、
飛
騨
荘
（
二
︱
五
）・
中
西
荘
（
一
六

︱
四
︱
紙
背
四
）・
福
田
荘
（
一
〇
︱
三
）・
小
東
荘
（
五
二
︱
一
〇
）・
穂
積

荘
（
一
八
︱
五
）・
与
田
保
（
五
二
︱
一
三
）・
高
瀬
荘
（
五
四
︱
六
）・
河
上

荘
（
二
二
－
一
～
二
六
・
四
八
︱
九
）
な
ど
諸
荘
園
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）
の
大
和
国
検
注
（
五
二
︱
三
）
や
寿
永
元
（
一

一
八
二
）・
二
年
の
大
和
国
で
の
氷
馬
役
（
五
二
︱
五
）
な
ど
も
あ
る
。
こ
れ

ら
の
位
置
づ
け
が
明
確
に
な
る
こ
と
で
荘
園
史
の
多
様
な
側
面
が
明
ら
か
に
な

る
だ
ろ
う
。



２
、
組
織

組
織
に
つ
い
て
も
一
部
な
が
ら
そ
の
位
置
づ
け
を
示
し
て
お
く
。

（
１
）
世
親
講
衆

一
九
―
二

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
永
村
眞
氏
の
検
討
が
あ
る
。文
永
三
年（
一

*19

二
六
六
）、
上
座
法
橋
慶
算
が
若
臈
平
僧
な
が
ら
僧
綱
に
任
官
し
て
寺
役
に
出

仕
し
よ
う
と
し
た
件
に
つ
い
て
、
世
親
講
衆
が
寺
家
に
猛
烈
な
抗
議
を
展
開
し

た
。
本
史
料
は
そ
の
際
に
講
衆
内
の
結
束
を
固
め
る
た
め
作
成
さ
れ
た
複
数
の

起
請
文
の
う
ち
の
一
通
で
あ
る
。

（
２
）
堂
衆
（
律
家
）
評
定

三
二
―
三
～
五

東
大
寺
法
華
堂
・
中
門
堂
の
両
堂
衆
が
彼
ら
の
活
動
に
関
す

る
評
定
を
行
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
東
大
寺
の
堂
衆
は
受
戒
・
学
律
を
事
と

す
る
こ
と
か
ら
「
律
家
」
と
称
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
点
は
永
村
眞
氏
が
指
摘
す

る
と
お
り
で
あ
る
。
史
料
で
は
、
法
会
の
運
営
、
所
領
経
営
、
惣
寺
方
と
の
交

*20

渉
な
ど
堂
衆
の
活
動
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
事
が
残
さ
れ
て
い
る
点
で
貴
重

で
あ
る
。
近
年
は
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
記
録
部
や
宝
珠
院
文
書
な
ど
、
堂
衆
に

関
す
る
史
料
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に

*21

よ
っ
て
、
そ
の
位
置
づ
け
が
よ
り
明
確
に
な
る
だ
ろ
う
。

（
３
）
惣
寺
と
法
輪
院
良
意
の
紛
争

一
八
―
一
～
四

こ
れ
ら
は
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
頃
か
ら
同
一
七
年
に

か
け
て
、
東
大
寺
の
惣
寺
と
法
輪
院
良
意
の
間
で
起
こ
っ
た
紛
争
に
関
わ
る
史

料
で
あ
る
。

こ
の
紛
争
は
東
大
寺
に
「
横
入
」
し
て
き
た
良
意
が
当
時
徳
川
家
康
の
も
と

で
勢
威
を
ほ
こ
っ
た
高
野
山
遍
照
光
院
頼
慶
の
力
を
背
景
と
し
て
寺
内
で
活
動

を
推
進
す
る
な
か
で
生
え
抜
き
の
学
侶
（「
児
よ
り
処
そ
た
ち
の
衆
」）
が
反

発
す
る
形
で
起
こ
っ
た
（『
大
日
本
史
料
』
慶
長
一
七
年
八
月
十
日
条
）。
惣

寺
方
は
良
意
の
件
に
関
し
て
幕
府
に
訴
訟
を
起
こ
し
、
良
意
も
当
時
の
寺
務
で

東
大
寺
東
南
院
門
跡
を
兼
帯
す
る
随
心
院
門
跡
増
孝
（
九
条
兼
孝
息
）
の
ほ
か

幕
府
要
路
の
口
添
え
も
得
つ
つ
対
抗
し
、
つ
い
に
は
家
康
自
身
が
裁
許
に
乗
り

出
す
ま
で
の
大
き
な
騒
動
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
こ
の
事
件
は
、
頼
慶
に
よ
る
寺
院
改
革
が
生
ん
だ
混
乱
の
一
例

*22

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
連
の
訴
訟
の
な
か
で
東
大
寺
惣
寺

側
は
寺
社
奉
行
の
金
地
院
崇
伝
・
円
光
寺
元
佶
や
家
康
側
近
の
本
多
正
純
・
大

久
保
長
安
と
い
っ
た
人
物
に
対
し
て
、
た
え
ず
連
絡
を
と
り
続
け
自
ら
の
主
張

を
届
け
続
け
た
。
そ
の
う
ち
こ
の
史
料
は
、『
本
光
国
師
日
記
』
慶
長
一
七
年

七
月
七
日
条
に
「
東
大
寺
年
預
五
師
六
月
廿
三
日
之
状
来
」
と
あ
る
書
状
の
土

代
に
あ
た
る
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
幕
府
要
路
に
対
し
て
主
張
す
る
上
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
物
に
対
し
て
働
き
か
け
慎
重
に
慎
重
を
重
ね
て
文
言
を
整

え
て
い
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
興
味
深
い
。
な
お
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
文
書
の

な
か
に
は
、
こ
の
事
件
に
関
す
る
史
料
は
多
く
な
く
、
未
成
巻
三
︱
一
二
︱
一

二
二
は
数
少
な
い
関
連
文
書
で
あ
る
。



な
お
こ
の
ほ
か
に
も
、
大
勧
進
（
二
九
︱
四
・
五
二
︱
七
・
五
三
︱
二
・
五

四
︱
一
〇
）、
戒
壇
院
（
二
八
︱
四
・
二
九
︱
五
）、
楞
伽
院
（
一
三
︱
八
・

三
二
︱
六
）
に
関
わ
る
文
書
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
位
置
づ
け
も
明

確
に
さ
れ
る
と
、
寺
内
の
様
子
が
よ
り
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

む
す
び

以
上
、
荘
園
・
所
領
や
組
織
に
関
わ
る
文
書
に
つ
い
て
そ
の
位
置
づ
け
を
示

し
た
。
な
お
本
史
料
群
の
内
容
が
、
こ
れ
ら
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
多
様
な
も
の

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
法
華
会
（
二
五
︱
一
・
二
）、

東
大
寺
八
幡
宮
の
大
般
若
経
読
誦
（
二
四
︱
三
・
二
四
︱
七
・
三
三
︱
四
）、

龍
池
の
仁
王
講
（
五
二
︱
一
一
）・
最
勝
王
経
書
写
（
二
四
︱
六
）
な
ど
、
寺

内
の
法
会
・
祈
祷
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
持
つ
文
書
が
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
幕
府
・
朝
廷
と
の
交
渉
を
示
す
文
書
も
見
ら
れ
る
。
五
三
︱
一
は
、

興
福
寺
に
よ
る
東
大
寺
襲
撃
事
件
に
関
わ
る
史
料
で
あ
っ
て
、
東
大
寺
は
公
家

・
武
家
の
介
入
を
要
請
し
た
。
そ
れ
に
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
態
度
・
姿
勢
が
生

々
し
く
伝
わ
る
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

本
文
書
が
、
今
後
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
際
、
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
の
日
本
古
文
書
ユ
ニ
オ
ン
カ
タ
ロ
グ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
併

用
が
有
効
で
あ
る
。
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、
筒
井
寛
秀
氏
所
蔵
文
書
を
含
む
、

東
大
寺
文
書
に
つ
き
、『
大
日
本
古
文
書
東
大
寺
文
書
』
編
纂
の
過
程
で
得
た

知
見
を
反
映
す
べ
く
、
デ
ー
タ
更
新
を
行
っ
て
い
る
。
一
層
の
活
用
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

文
書
の
調
査
と
撮
影
・
翻
刻
紹
介
の
ご
許
可
を
賜
っ
た
東
大
寺
龍
松
院
住

職
筒
井
寛
昭
師
の
格
別
の
ご
厚
意
に
心
よ
り
謝
意
を
表
し
ま
す
。
ま
た
翻

刻
に
つ
い
て
は
高
橋
敏
子
氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
に
ご
助
言
を
賜

っ
た
。
あ
わ
せ
て
謝
意
を
記
し
ま
す
。

ま
た
本
論
は
、JSPS25240052

・JSPS25240052

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

*

内
訳
は
以
下
の
通
り
、
三
二
号
（
一
九
九
八
年
）、
第
五
一
巻
。
三
八
号
（
二

1〇
〇
三
年
）、
第
二
九
～
四
〇
巻
。
三
九
号
（
二
〇
〇
四
年
、）
第
四
一
～
五
〇
巻
、

未
成
巻
文
書
。
四
〇
号
（
二
〇
〇
五
年
）、
第
五
二
～
五
四
巻
。
四
一
号
（
二
〇

〇
六
年
）、
近
世
史
料
な
ど
。

*

『
岐
阜
県
史
』『
富
山
県
史
』『
静
岡
県
史
』『
兵
庫
県
史
』『
山
口
県
史
』『
三

2重
県
史
』『
山
城
町
史
』
な
ど
が
あ
る
。

*
西
尾
知
己
「
弘
安
徳
政
と
東
大
寺
別
当
の
性
格
変
化
」『
史
観
』
一
五
六

二

3〇
〇
七
年
。

*

網
野
善
彦
「
荘
園
公
領
制
の
形
成
と
そ
の
盛
衰
」
同
『
日
本
中
世
土
地
制
度

4



史
の
研
究
』
塙
書
房

一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
八
〇
年
。

*
大
山
喬
平
「
東
大
寺
領
大
井
荘
」（『
岐
阜
県
史
通
史
編

中
世
』）
三
九
〇
頁
。

5

*
『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
三
六
七
・
三
六
八
。

6

*

鎌
倉
期
の
弘
安
年
間
に
、
伊
賀
国
黒
田
荘
で
は
「
御
寺
務
初
任
引
出
物
」
が

7見
え
、
百
姓
に
段
別
七
十
文
の
負
担
を
求
め
て
い
る
（『
大
古
』
一
〇
︱
六
五
）。

大
井
荘
の
「
引
出
物
」
も
同
様
の
性
格
を
持
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
黒
田
荘

の
寺
務
初
任
引
出
物
に
つ
い
て
は
、
稲
葉
伸
道
「
東
大
寺
寺
院
構
造
研
究
序
説
」

（
同
『
中
世
寺
院
の
権
力
構
造
』
岩
波
書
店
一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
七
八
年
）

参
照
。
な
お
文
安
元
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
て
、
東
南
院
珍
覚
の
寺
務
就

任
に
と
も
な
う
引
出
物
段
銭
の
納
入
を
示
す
文
書
が
六
通
残
さ
れ
て
い
る
（『
岐

阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
八
一
三
～
八
一
六
、
八
二
〇
、

八
二
一
）
が
、
そ
の
合
計
額
は
二
八
貫
文
余
り
に
及
ん
で
お
り
、
そ
れ
な
り
の
収

入
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

*

東
大
寺
別
当
の
補
任
状
況
に
つ
い
て
は
、W

eb

サ
イ
ト
「
遠
藤
基
郎
︱
編
纂

8と
研
究
の
ノ
ー
ト
」
の
「
東
大
寺
文
書
研
究
の
高
度
化
」
科
研

site
」
中
「
東
大

寺
別
当
他
一
覧
表
」
参
照
。

*

『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
三
〇
二
・
三
八
五

9・
三
九
九
・
四
〇
九
・
四
四
七
・
四
五
一
・
四
五
二
・
五
二
六
～
五
二
九
参
照
。

*

前
掲
註
７
稲
葉
論
文
。

10

*

『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
三
五
七
。

11

*

『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
九
二
八
～
九
五
八
。

12

*

『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
八
六
三
。

13

*

『
岐
阜
県
史
史
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
五
五
〇
～
五
五
二
。

14

*

『
岐
阜
県
史
資
料
編

古
代
・
中
世
三
』
大
井
荘
古
文
書
五
五
四
～
八
一
二
。

15

*

永
村
眞
「
油
倉
の
組
織
と
諸
活
動
」、
同
「
中
世
東
大
寺
院
家
の
経
済
活
動
と

16財
務
構
造
」（
同
『
中
世
東
大
寺
の
組
織
と
経
営
』
塙
書
房

一
九
八
九
年
）

*

『
静
岡
県
史
通
史
編
２

中
世
』（
静
岡
県

一
九
九
七
年
）、
松
島
周
一
「
室

17町
中
期
の
遠
江
国
蒲
御
厨
を
め
ぐ
る
甲
斐
氏
と
吉
良
氏
」『
日
本
文
化
論
叢
』
二

一

二
〇
一
三
年
）、
松
本
尚
之
「
蒲
御
厨
に
お
け
る
地
域
社
会
の
一
様
相
」（
渡

辺
尚
志
編
『
移
行
期
の
東
海
地
域
史
』
勉
誠
出
版

二
〇
一
六
年
）。

*

林
晃
弘
「
慶
長
七
・
八
年
付
大
和
諸
寺
宛
徳
川
家
康
判
物
・
朱
印
状
の
発
給

18年
次
」（『
日
本
史
研
究
』
六
〇
二

二
〇
一
二
年
）。

*

永
村
眞
「
東
大
寺
講
衆
集
団
の
存
立
基
盤
」（
前
掲
註

永
村
著
書
）。

19

16

*

永
村
眞
「
寺
内
諸
階
層
の
形
成
」（
前
掲
註

永
村
著
書
）。

20

16

*

東
大
寺
図
書
館
所
蔵
記
録
部
に
つ
い
て
は
、W

eb

サ
イ
ト
「
遠
藤
基
郎
︱
編

21纂
と
研
究
の
ノ
ー
ト
」
の
「
東
大
寺
文
書
研
究
の
高
度
化
」
科
研

site

」
中
「
東

大
寺
図
書
館
所
蔵
記
録
部
等
解
題
（
抄
、
中
世
関
連
史
料
）」
参
照
。
宝
珠
院
文

書
に
つ
い
て
は
、
勝
山
清
次
編
『
南
都
寺
院
文
書
の
世
界
』（
思
文
閣
出
版

二

〇
〇
七
）
参
照
。

*
頼
慶
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
近
年
の
成
果
と
し
て
今
枝
杏
子
「
遍
照

22光
院
頼
慶
奥
書
集
成
並
び
に
年
譜
考
」（『（
奈
良
女
子
大
学
）
人
間
文
化
研
究
科

年
報
』
二
五

二
〇
〇
九
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。


